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1.巨大食道癌に合併した早期胃癌の一例
飯野正敏(千大)
当教室で最近経験した 12例目の食道胃重複癌で， し
かも胃は早期胃癌であった症例を報告する。
症例， 72才， 男性， 臨床診断は食道胃重複癌， 6カ
月前より鴨下障害出現し，当科来院時，固形物の通過不
良，るい痩著明，便に潜血反応強陽性。レ線検査で，食
道は 1m，Ei，Eaにかけて巨大異常陰影を認め， さら
に，胃前庭部に隆起性病変を認め，食道胃重複癌の診断
で，昭和 46年 9月 20日，根治術施術。摘出標本で食道
中下部に 14x13cmの腫癌を認め， 胃前庭部に 3個の
隆起性病変を認めた。組織所見は，食道は類上皮癌で 
ag，no。胃は腺管腺癌で m，noの早期胃癌であった。患
者は現在術後 3カ月で入院加療中である。本症例は，本
邦報告 77例目の食道胃重複癌で，若干の文献的考察を
加えた。 
2.異型増殖の認められた大腸ポリポージスの一例
大森耕一郎(千大)
症例は， 31才，男性。主訴，下血貧血。昭和 40年頃
より排便後下血を認めるようになったが，特に広痛はな
かった。 44年暮， 知人に貧血を指摘され， 45年 3月当
科受診し，大腸ポリポージスの診断で入院した。検査所
見では貧血，便潜血反応陽性のほか特に異常は認めなか
った。注腸造影， ロマノスコープ， コロノスコープで， 
E門より 20cmまで多数のポリープを認めた。 4月 17
日腹会陰式S状結腸直腸切断術を施行。切除標本は，紅
門より 2，.，8cmの全周に大小多数のポリープが存在し，
その上 29cmまでは散在性であった。組織所見では大
部分が adenomatouspolypであったが，一部異型性の
強い前癌状態の papillosな Fibroadenomがあった。
私は最近異型増殖の認められた大腸ポリポーヲスを経験
したので，文献的考察を加えてここに報告した。 
3.両側腎摘を行ない 1年 1カ月後腎移植を行なった
症例
小林弘忠(千大)
症例は 38才男，昭和 42年 12月より慢性糸球体腎炎
の診断で治療を続けたが， 腎不全末期となり 44年 6月
当科に入院した。入院時， 血圧 176-86mmHgで頭重
感を訴えた。検査成績は赤血球数 270万jmm¥ Ht 23 
，蛋1012尿比重，mgjdlCr 12.2 ，BUN 95 mgjdl%， 
白・糖陽性， PSP 15分値 5%以下で，週 3回の透析を開
始した。同年 12月乏尿と管理困難な高血圧が出現し両
側腎摘の適応となり翌 45年 5月実施した。以後週 4回
の透析を行なったが摘出前よりの左胸膜腔，心包内の惨
出液はさらに増強した。 46年 6月交通外傷にて死亡し
た 35才男より組織適合性試験結果良好な腎を提供され，
温虚血時間 15分で移植を行なった。経過は順調で移植
後2カ月で体腔内惨出液は消失し， Ht 40%，血圧 120 
-80mmHgとなった。現在の進歩した透析でも治療困
難な貧血と体腔内惨出液貯留が腎移植により克服された
症例を文献的考察を加え報告した。 
4.術前胃ポリープと診断された胃平滑筋腫の一例
斎藤登喜男(千大)
症例は 33才男性で，主訴は胸やけと， 心宮部痛であ
る。胃 X線および内視鏡検査により胃ポリープと診断さ
れ胃切除術を施行し，術後経過良好で， 第 22病日に全
治退院した。切除標本では，噴門部後壁やや小襲警側より
に1.5X 1.0 X 1.5cmのポリープ状腫癌を認め，また胃外
方にも発育し，混合型を呈する胃平滑筋腫であった。胃
良性腫蕩中，最も多いものは胃ポリープで，ついで、胃平
滑筋腫となっている。教室においては， 昭和 34年 4月
より昭和 46年 1月まで，胃良性腫蕩は， 138例で，こ
のうち胃平滑筋腫は， 12例で 8.7%である。術前胃平滑
筋腫と診断された、症例は，本邦報告例 251例中，検索対
象 153例のうち 8例と少ない。教室例では， 12例中 3
例， 2596とやや高率ではあるが， 胃平滑筋腫の診断と
